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斯
道
文
庫
蔵
正
保
版
二
十
一
代
集
書
入
覚
書

ー
ー
小
津
藍
庵
と
の
関
係
を
中
心
に
|
|

Jrl 
上

新
一
郎

は
じ
め
に
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慶
慮
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
詳
密
な
書
入
の
あ
る
正
保
版
二
十
一
代
集
が
あ
る
(
九
一
一
ー
ト
一
二
、
五
十
六
冊
、
以
下
本

書
と
呼
ぶ
)
。
稿
者
は
本
書
に
つ
い
て
、
〔
付
記
二
〕
に
示
し
た
よ
う
な
事
情
で
古
く
か
ら
そ
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
書
入
が
契
沖
の
流
れ

を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
六
人
部
是
香

の
『
訂
正
古
今
集
序
』
に
見
え
る
小
津
蓋
庵
自
筆
校
合
本
の
「
為
本
」
と
本
書
に
「
為
」
と
す
る
書
入
が
一
致
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と

に
よ
る
。

さ
ら
に
、
注

(
l
)
拙
稿
発
表
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
荒
木
優
也
氏
が
園
撃
院
大
撃
図
書
館
蔵
『
二
十
一
代
集
』
書
入
と
と
も
に
本
書

を
も
調
査
さ
れ
、
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
荒
木
氏
の
論
考
に
は
種
々
の
新
見
が
含
ま
れ
る
が
、
園
撃
院
大
事
本
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る



た
め
、
拙
稿
で
指
摘
し
た
本
書
と
藍
庵
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
拙
稿
に
は
重
大
な
誤
り
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
前
稿
の
訂
正
を
か
ね
て
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
本
書
の
書
誌
を
述
べ
る
。
も
と
も
と
が
正
保
版
本
で
あ
る
か
ら
簡
略
に
す
る
。

表
紙
は
藍
色
艶
出
表
紙
で
あ
る
。
正
保
版
本
の
表
紙
と
い
う
と
、
浅
標
色
布
目
の
も
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
漠
然
と
し
た
印
象
か
ら
す

る
と
、
浅
標
色
の
も
の
は
最
も
後
刷
の
よ
う
で
あ
る
。
藍
色
艶
出
の
も
の
も
後
刷
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
刷
り
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

刊
記
は
、
新
古
今
集
の
後
に

正
保
四
釘
暦
一
一
一
月
中
旬

中
御
門
通
弱
檎
木
町
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吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
(
墨
刷
印
)

新
正続
三保古
月四今
中亥丁集
句暦の

後
開
板

中
御
門
弱
槍
木
町

吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
(
墨
刷
印
)

と
あ
る
。



る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

書
入
は
朱
墨
藍
筆
に
よ
り
、
和
歌
の
出
典
、
出
典
と
の
字
句
の
異
向
、
類
歌
の
指
摘
な
ど
を
中
心
に
、
時
に
は
解
釈
に
及
ん
で
詳
細
で
あ

印
記
、
各
冊
、
巻
頭
「
は
り
ま
/
は
る
や
ま
/
ひ
め
ぢ
」
(
ま
ゆ
型
朱
印
)
、
巻
末
「
柳
粛
」
(
長
方
朱
印
)
。
前
者
は
春
山
弟
彦
所
用
の
も

の
点
も
後
に
再
述
す
る
。

の
と
思
わ
れ
る
。
春
山
は
前
田
夏
蔭
門
下
の
国
学
者
(
儒
者
で
も
あ
る
)
で
あ
り
、
本
書
の
書
入
と
の
関
係
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ

書
入
奥
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
に
は
書
入
に
関
わ
る
奥
書
が
あ
る
。

(
拾
遺
集
)
六
月
廿
六
日
校
合
畢

(
後
拾
遺
集
)
七
月
六
日
校
合
畢

(
金
葉
集
)
七
月
八
日
校
合
畢

(
詞
花
集
)
七
月
八
日
校
合
畢

(
千
載
集
)
文
月
六
日
校
合
畢

(
新
古
今
集
)
七
月
十
一
日
校
合
畢

(
続
古
今
集
)
六
月
廿
七
日
校
合
畢

道
賢
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元
始

直
勝
喜
之

盛
澄
重
愛
喜
之

日升品一読

定
静
喜
之



(
続
拾
遺
集
)
七
月
五
日
校
合
畢

直
勝

(
新
後
撰
集
)
六
月
廿
五
日
校
合
畢

宗
美

(
新
千
載
集
)
七
月
七
日
校
合
畢

直
勝

(
新
後
拾
遺
集
)
七
月
六
日
校
合
畢

宗
美

こ
れ
ら
は
管
見
の
範
囲
で
は
本
書
独
自
の
奥
書
で
、
同
様
の
書
入
を
有
す
る
他
の
正
保
版
二
十
一
代
集
が
、
奥
書
を
持
た
な
い
の
と
異
な

る

さ
て
、
こ
れ
ら
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
奥
書
群
に
は
年
記
が
無
く
、
い
つ
の
年
で
あ
る
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

署
名
の
人
物
に
つ
い
て
、
小
津
蓬
庵
の
『
六
帖
詠
草
』
(
版
本
)
を
見
る
と
、
そ
の
名
前
の
い
く
つ
か
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
六
帖
詠
草
』
に
は
右
の
内
、
喜
之
、
重
愛
、
定
静
、
宗
美
の
四
人
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
産
庵
文
庫
研
究
会
編
『
産
庵
文
庫
目
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録
と
資
料
』
(
平
幻
刊
、
日
本
書
誌
学
大
系
兜
)
資
料
編
に
収
め
る
資
料
を
見
る
と
、
そ
れ
以
外
の
道
賢
、
元
始
、
直
勝
、
盛
澄
、
昇
義
の
名

も
見
え
、
奥
書
の
人
物
が
い
ず
れ
も
董
庵
門
下
の
人
々
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
従
っ
て
、
こ
の
書
入
が
、
重
庵
の
指
示
の
下
に
な
さ
れ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

正
直
な
と
こ
ろ
を
言
え
ば
、
近
世
和
歌
に
暗
い
稿
者
は
、
最
初
、
右
の
奥
書
の
み
で
は
こ
れ
ら
の
人
々
が
だ
れ
な
の
か
判
ら
ず
、
後
述
す

る
よ
う
な
迂
遠
な
経
路
を
た
ど
っ
て
、
麗
庵
に
思
い
至
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
奥
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
ご
と
く
本
書
の
書
入
に
藍
庵
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
書
入
そ
の
も
の
が
董
庵
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
章
を
改
め
る
。



そ
も
そ
も
、
本
書
の
よ
う
な
書
入
が
契
沖
に
発
す
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
お
り
、
荒
木
氏
も
そ
の
前
提
で
論
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

新
版
の
『
契
沖
全
集
』
第
十
五
巻
(
昭
到
刊
)
に
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
の
正
保
版
二
十
一
代
集
の
書
入
の
内
、
新
古
今
集
と
玉
葉
集

部
分
の
書
入
が
翻
刻
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
入
に
つ
い
て
の
解
説
(
久
保
田
淳
氏
執
筆
)
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
本
は
三
手
文
庫
の
目
録
で
は
八
代
集
と
十
三
代
集
に
分
け
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
揃
い
の
正
保
版
二
十
一
代
集
で
あ
る
。
そ
の

書
入
は
契
沖
自
筆
を
含
む
が
、
集
に
よ
っ
て
異
な
り
、
他
筆
部
分
も
多
い
。

一
方
、
内
容
的
に
は
多
く
が
契
沖
の
書
入
で
一
部
今
井
似
閑
に

よ
る
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
類
の
書
入
で
あ
る
こ
と
を
見
分
け
る
目
安
は
、
各
集
の
巻
頭
に
「
再
入
万
葉
寄
」
「
誤
再
入
寄
」
な
ど
と
万
葉
集
の
歌
や
す
で
に
以
前
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の
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
歌
の
歌
数
(
時
に
歌
そ
の
も
の
)
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
に
「
袋
草
紙
』
や
『
古
来
風
体
抄
』

の
勅

撰
集
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
も
目
印
で
あ
る
。

荒
木
氏
は
、
前
述
論
文
で
こ
の
よ
う
な
書
入
を
持
つ
正
保
版
二
十
一
代
集
が
諸
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
古
書

障
の
目
録
に
あ
る
現
所
在
不
明
の
も
の
を
除
く
と
、
既
出
の
三
本
(
園
事
院
大
島
子
本
、
斯
道
文
庫
本
、
三
手
文
庫
本
)
の
他
に
鎌
田
共
済
会

郷
土
博
物
館
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
書
入
を
持
つ
正
保
版
二
十
一
代
集
と
し
て
稿
者
が
気
づ
い
た
も
の
を
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
注

(
1
)
拙
稿
に
挙
げ
た
国
会
図
書
館
本
(
八
五
ご
了
一
六
六
、
渡
辺
千
秋
旧
蔵
)

挙
げ
ら
れ
れ
o

他
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

の
他
、
静
嘉
堂
文
庫
本
(
五
一
九
ー
七
ー
一
一
一
一
一

O
一
)
が

荒
木
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
書
入
は
基
本
は
同
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
増
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、

一
本
ご
と
に
微
妙



に
出
入
り
が
あ
り
、
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
入
は
そ
の
性
格
か
ら
し
て
、
厳
密
に
移
写
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
諸
本
の
書
入

は
予
想
以
上
に
丁
寧
に
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
た
な
書
入
も
加
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
手
文
庫
本
が
全
て
の
元
と
言

い
う
る
か
ど
う
か
も
微
妙
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
契
沖
書
入
本
と
称
す
る
二
十
一
代
集
を
小
津
麓
庵
が
所
持
し
て
お
り
、
貸
与
し
て

書
写
(
書
入
の
移
写
)
を
許
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
、
現
存
す
る
書
入
本
は
直
接
に
は
そ
の
本
に
発
す
る
も
の
が
多
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

稿
者
は
諸
本
を
調
査
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
本
書
に
つ
い
て
も
、
精
査
し
た
と
は
言
い
得
な
い
が
、
以
下
気
づ
い
た
点
を
報
告
す
る
。

ま
ず
、
本
書
の
来
歴
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
姫
路
の
国
学
者
春
山
弟
彦
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
春
山
に
つ
い
て
は
『
姫
路
紀
要
』

(大
1
刊

)
m頁
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
春
山
は
天
保
二
年
(
一
八
三
こ
三
月
十
一
日
生
ま
れ
、
明
治
三
十
二
年

(
一
八
九
九
)
四
月
十
三
日
残
、
享
年
六
十
九
。
姫
路
藩
の
儒
臣
で
、
国
学
や
兵
学
に
も
明
る
く
、
国
学
の
師
は
前
田
夏
蔭
で
あ
る
。
維
新
以
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前
既
に
姫
路
藩
の
鴻
儒
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
維
新
後
は
藩
の
国
学
教
授
、
射
楯
兵
主
神
社
の
嗣
官
を
経
て
、
大
阪
師
範
学
校
、
姫
路
中
学

校
に
教
鞭
を
執
っ
た
。
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
邸
内
に
図
書
館
を
建
設
し
、
春
山
文
庫
と
名
付
け
、
数
万
巻
を
蔵
し
て
篤
志
者
に
閲
覧

さ
せ
た
と
い
う
。

も
う
一
つ
の
蔵
書
印
「
柳
斎
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
麓
庵
と
の
関
係
か
ら
、
蓮
庵
の
門
人
松
本
柳
斎
(
生
年
未
詳
ー
一
八
一
四
)

を
考
え
た
が
、
本
書
が
前
田
夏
蔭
門
下
の
春
山
の
旧
蔵
書
で
あ
る
と
す
る
と
、
直
接
蓬
庵
に
結
び
つ
く
か
否
か
は
現
在
の
所
不
明
で
あ
り
、

蔵
書
印
も
果
し
て
柳
斎
所
用
の
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
次
述
の
よ
う
に
本
書
が
麗
庵
令
写
本
そ
の
も
の
の
可
能
性
も
あ



り
、
柳
斎
が
播
磨
在
住
の
経
歴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
何
ら
証
拠
は
な
い
が
、

一
応
そ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
識
者
の
御
教
示
を

得
た
い
。

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
本
書
の
書
入
は
基
本
は
契
沖
の
所
為
で
あ
り
、
そ
の
後
産
庵
の
門
人
た
ち
の
移
写
を
経
た
も
の
が
、
前
田
夏

蔭
門
下
の
春
山
弟
彦
の
所
蔵
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
書
が
蓋
庵
門
人
の
書
入
移
写
本
そ
の
も
の
か
否
か
は
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
奥
書
の
筆
跡
は
署
名
と
連
動
し
て
お
り
、
奥
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
本
文
へ
の

書
入
は
必
ず
し
も
校
合
奥
書
の
筆
跡
と
照
応
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
後
に
も
う
一
度
考
え
る
こ
と
と
す

る
が
、
書
入
移
写
本
そ
の
も
の
の
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
て
、
本
書
の
基
本
的
な
性
格
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
稿
者
が
こ
こ
に
思
い
至
っ
た
の
は
、
別
の
関
心
に
よ
る
も
の
で
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あ
っ
た
。
以
下
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
本
書
の
古
今
集
に
関
わ
る
部
分
の
検
討
で
あ
る
。

四

事
の
起
り
は
、
注

(
1
)
拙
稿
で
、
六
人
部
是
香
の
『
訂
正
古
今
集
序
」
を
調
査
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
是
香
は
『
訂
正
古
今
集
序
』

の
中
で
古
今
集
仮
名
序
の
異
文
を
挙
げ
、
し
ば
し
ば
「
為
本
」
と
称
す
る
本
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
「
為
本
」
に
つ
い
て
は
、
稿
者
は
そ

れ
以
前
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
く
り
返
す
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

六
人
部
是
香
の
古
今
集
研
究
を
示
す
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
香
川
景
樹
の
『
古
今
和
歌
集
正
義
」
版
本
に
自
筆
書
入
し
た
本
が
静
嘉
堂
文

庫
(
五
一
九
l

一
二
二

O
六
四
)
に
存
在
す
る
。
そ
れ
に
は
『
訂
正
古
今
集
序
」
と
同
じ
く
、
「
為
本
」
に
関
す
る
校
合
注
記
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
「
(
男
山
の
む
か
し
を
)
お
も
ひ
い
て
己
下
終
マ
テ
小
津
芦
庵
自
筆
校
合
本
ニ
為
本
ト
云
ヲ
校
セ
リ
、
今
此
為
本
ト
云
ヲ
芦
本
ト
イ



フ
、
但
シ
為
本
ト
云
ハ
為
家
卿
ノ
本
カ
、
詳
ナ
ラ
ス
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
仮
名
序
末
に
「
小
津
芦
庵
自
筆
本
為
本
一
校
畢
/

嘉
永
四
十
一
廿
六
了

一
翁
(
是
香
)
」
の
奥
書
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
小
津
董
庵
自
筆
校
合
本
の
古
今
集
に
は
仮
名
序
の
途
中
「
男
山
の
む
か
し
を
お
も
ひ
い
て
」
以
下
に
「
為
本
」
と
称
す
る
本
と

の
校
合
が
あ
り
、
是
香
は
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
に
そ
の
校
合
を
自
ら
写
し
取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
『
訂
正
古
今
集

序
」
に
お
い
て
も
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
『
訂
正
古
今
集
序
』

の
成
立
は
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
経
緯
に
矛
盾

は
な
い
。

稿
者
は
、
か
つ
て
こ
れ
ら
の
是
香
の
記
述
を
見
て
、
麗
庵
の
校
合
が
あ
る
古
今
集
の
写
本
を
想
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
注

(
1
)
拙

稿
を
執
筆
し
て
い
る
際
、
た
ま
た
ま
斯
道
文
庫
に
あ
る
正
保
版
二
十
一
代
集
(
本
書
)

の
古
今
集
仮
名
序
部
分
に
「
為
」
の
校
合
書
入
が
あ

る
の
に
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
「
訂
正
古
今
集
序
』

の
記
述
(
『
古
今
和
歌
集
正
義
』

の
書
入
も
同
様
で
あ
る
)
と
比
較
し
た
と
こ
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ろ
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
校
合
が
中
途
か
ら
で
、
「
男
山
の
む
か
し
を
お
も
ひ
い
て
」
以
下
で
あ
る
点
も
一
致

す
る
こ
と
が
判
っ
た
。

さ
ら
に
、
先
に
述
べ
た
国
会
図
書
館
蔵
正
保
版
二
十
一
代
集
に
も
同
様
の
書
入
が
あ
り
、
古
今
集
に
は
同
様
「
為
本
」
と
の
校
合
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
該
本
は
「
二
十
一
代
集
全
五
十
六
冊
一
一
箱
入
/
全
部
を
通
し
て
書
入
あ
り
/
藍
庵
筆
ト
云
」
の
貼
紙
を
有
す
る
。
但
し
、
該
本

の
書
入
は
蓋
庵
自
筆
と
は
認
め
難
い
。
つ
ま
り
、
国
会
図
書
館
本
は
是
香
が
用
い
た
小
津
麗
庵
自
筆
校
合
本
そ
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
や
は
り
本
書
と
同
様
の
書
入
を
有
し
、
か
つ
小
津
藍
庵
自
筆
書
入
と
の
伝
称
を
持
つ
。
但
し
、
本
書
に
見
ら
れ
る
校
合
奥
書
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
是
香
が
蓋
庵
自
筆
校
合
本
と
称
す
る
の
は
古
今
集
の
写
本
で
は
な
く
、
正
保
版
二
十
一
代
集
に
藍
庵
(
も
し
く
は
そ

の
周
辺
の
者
)
が
契
沖
の
書
入
を
元
と
し
て
校
合
書
入
を
加
え
た
本
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。



こ
う
し
て
、
産
庵
所
持
の
書
入
本
二
十
一
代
集
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
北
野
克
氏
が
紹
介
さ
れ
た
藍
庵
の
尺
臆
が
注
目
さ
れ
る
。

北
野
氏
の
翻
刻
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
古
今
集
抄
物
之
事
契
沖
阿
闇
梨
著
述
余
材
抄
ニ
し
く
も
の
無
之
候
。

一
、
後
撰
拾
遺
抄
物
別
ニ
無
之
候
、
是
も
廿
一
代
集
契
沖
書
入
之
本
愚
老
致
所
持
候
。
全
(
駅
)
書
写
度
之
由
所
望
門
人
衆
江
ハ
令
許
借
為
書

写
候
。
但
田
舎
ヘ
ハ
指
下
不
甲
候
。
登
京
難
成
衆
ハ
同
門
衆
ヘ
頼
筆
料
を
以
為
写
候
。
右
之
内
或
ハ
十
代
・
八
代
・
三
代
集
を
頼
衆

中
も
有
之
、
古
今
ハ
余
材
候
故
書
入
少
ク
、
後
撰
・
拾
遺
は
数
多
有
之
、
義
理
分
明
故
抄
物
同
前
艇
o

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
北
野
氏
が
適
切
な
説
明
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

(
一
)
古
今
集
抄
物
は
契
沖
著
「
古
今
余
材
抄
」
に
及
ぶ
も
の
が
な
い
と
推
奨
し
て
い
る
の
は
さ
す
が
で
あ
る
。
(
二
)
後
撰
集
拾
遺
集
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に
は
抄
物
は
無
い
、
が
、
廿
一
代
集
に
就
い
て
、
契
沖
書
入
の
本
を
自
分
は
所
持
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
そ

し
て
門
人
衆
で
書
写
を
希
望
す
る
向
き
に
は
之
を
許
可
し
て
い
る
。
但
し
、
田
舎
へ
は
許
し
て
な
い
。
地
方
門
人
衆
で
上
京
出
来
な
い

者
は
筆
稿
料
を
支
払
っ
て
写
本
し
て
い
る
者
も
あ
る
。
そ
の
中
に
は
三
代
集
・
八
代
集
・
十
代
集
の
み
頼
む
衆
も
あ
る
。
契
沖
に
は
古

今
余
材
抄
が
存
在
す
る
の
で
、
所
持
の
本
に
は
書
入
れ
は
少
な
い
。
後
撰
・
拾
遺
集
に
就
い
て
の
書
入
れ
は
数
多
存
す
る
が
、
こ
れ
ら

二
集
は
義
理
分
明
の
歌
も
存
す
る
故
、
全
巻
に
亙
つ
て
の
抄
物
と
言
え
る
程
度
の
書
入
れ
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
廿
一

代
集
書
入
れ
本
が
現
存
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
共
に
、
忠
実
な
写
本
が
出
現
す
る
事
を
も
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
尺
臆
は
、
契
沖
書
入
の
二
十
一
代
集
の
流
布
に
藍
庵
が
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
重
要
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

「
古
今
ハ
余
材
候
故
書
入
少
ク
、
後
撰
・
拾
遺
は
数
多
有
之
、
義
理
分
明
故
抄
物
同
前
候
。
」
の
箇
所
に
つ
い
て
の
北
野
氏
の
解
釈
は
お
そ
ら

く
誤
り
で
、
「
余
材
抄
の
あ
る
古
今
集
部
分
の
書
入
が
少
な
い
の
に
対
し
て
、
後
撰
集
、
拾
遺
集
部
分
の
書
入
は
詳
細
で
、
解
釈
を
明
ら
か
に



す
る
点
が
多
く
、
注
釈
童
日
並
み
に
役
に
立
つ
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
契
沖
の
後
撰
集
、
拾
遺
集
へ
の
書
入
は
詳
細
で
、
解
釈
に
及
ぶ
場

合
も
あ
り
、
役
に
立
つ
。
蓮
庵
は
そ
れ
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
産
庵
は
勅
撰
集
の
注
釈
書
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
た
青
義
人
郎

に
対
し
て
、
古
今
集
は
余
材
抄
を
推
奨
し
、
後
撰
集
、
拾
遺
集
に
つ
い
て
は
契
沖
の
書
入
本
が
役
に
立
つ
か
ら
、
希
望
す
る
な
ら
転
写
の
手

立
て
を
考
え
て
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
藍
庵
が
「
廿
一
代
集
契
沖
書
入
之
本
」
を
自
ら
が
所
持
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
契
沖
自
筆
書
入
本
そ
の
も
の
を

麓
庵
が
所
持
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
書
入
を
移
写
し
た
本
を
持
っ
て
い
る
の
意
で
あ
ろ
う
。
是
香
が
契
沖
の
名
を
出
さ
ず
、
「
小
津

産
庵
自
筆
校
合
本
」
と
言
っ
て
い
る
の
も
そ
の
証
と
な
ろ
う
。

こ
の
尺
臆
は
、
契
沖
書
入
の
二
十
一
代
集
が
麓
庵
を
中
心
に
書
写
(
移
写
)
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
本
書
の
奥
書
に
麗

こ
こ
で
、
前
節
で
問
題
と
な
っ
た
本
書
が
董
庵
周
辺
に
よ
る
書
入
移
写
本
そ
の
も
の
か
否
か
を
も
う
一
度
考
え
た
い
。
北
野
氏
紹
介
の
尺
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庵
の
門
人
の
名
が
見
え
る
こ
と
と
相
侠
っ
て
、
本
書
の
書
入
の
性
格
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

臆
の
内
容
と
本
書
の
筆
跡
と
を
勘
案
す
る
と
、
本
書
は
藍
庵
周
辺
に
よ
る
い
わ
ば
移
写
請
負
本
の
一
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
何
人
か

に
依
頼
さ
れ
、
麓
庵
門
下
で
書
入
を
移
写
し
、
奥
書
に
あ
る
人
々
が
点
検
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
書
に
見

え
る
校
合
奥
書
が
同
系
の
書
入
を
有
す
る
他
の
諸
本
に
見
え
な
い
理
由
も
理
解
で
き
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
本
書
は
移
写
請
負
本
そ

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

五

さ
て
、
本
書
の
書
入
が
藍
庵
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
本
書
の
「
為
本
」
の
校
合
が
麗
庵
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
よ
る
も



の
で
あ
る
と
言
い
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
注

(
1
)
拙
稿
で
は
董
庵
の
校
合
と
解
釈
し
て
、
三
手
文
庫
本
に
「
為
本
」
の
校
合
書
入
が
な
い

こ
と
を
そ
の
一
つ
の
証
と
し
た
が
、
こ
の
点
に
は
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
た
。

言
い
訳
す
る
と
、
三
手
文
庫
本
に
つ
い
て
、
原
本
を
見
、
ず
に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
て
い
た
た
め
に
誤
つ

た
の
で
あ
っ
た
。
該
フ
ィ
ル
ム
が
か
な
り
古
い
時
期
の
撮
影
で
、
室
田
入
が
よ
く
見
え
な
い
こ
と
は
か
ね
て
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
痕
跡

く
ら
い
は
見
え
る
と
考
え
て
ど
う
や
ら
な
い
ら
し
い
と
即
断
し
て
の
前
稿
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
か
す
か
に
何
か
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。
こ
う
し
て
、
原
本
を
披
閲
し
た
と
こ
ろ
、
三
手
文
庫
本
に
は
「
為
本
」
の
書
入
が
存
在
し
、
該
本
の
朱
の
書
入
は
、
そ
の
多

く
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
写
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
(
後
に
紙
焼
写
真
に
は
い
く
ら
か
写
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
)
。

こ
う
し
て
、
前
稿
で
「
為
本
」
の
校
合
を
藍
庵
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
所
為
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
そ
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の
校
合
は
三
手
文
庫
本
と
他
の
諸
本
で
は
若
干
相
違
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
三
手
文
庫
本
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
を
加
え
る
。
披
見
し
た
の
は
、
八
代
集
部
分
の
み
で
あ
る
。

三
手
文
庫
本
は
注

(
5
)
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
今
集
は
正
保
版
本
で
は
な
く
別
の
古
今
集
単
行
の
版
本
を
用
い
て
い
る
。
行
格
が
同
じ

で
字
体
も
似
て
い
る
(
正
保
版
本
を
底
本
と
す
る
新
版
で
あ
る
)

の
で
、

一
見
そ
れ
と
誤
り
や
す
い
。
た
だ
し
、
こ
の
八
代
集
は
古
今
集
も

含
め
て
浅
標
色
地
記
繋
葵
唐
草
文
様
空
押
表
紙
の
揃
い
で
、
古
今
集
に
は
題
築
が
な
い
も
の
の
、
他
集
に
は
刷
題
築
が
残
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
原
装
か
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
古
今
集
を
単
な
る
入
れ
本
と
解
釈
出
来
る
か
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
異
版
を
入
れ
本

状
態
の
ま
ま
発
売
す
る
こ
と
が
な
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
な
お
、
古
今
集
も
そ
の
他
の
集
も
刷
印
の
状
態
の
良
い
早
印
本
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
書
入
は
他
集
と
一
具
と
認
め
ら
れ
る
。
書
入
は
朱
墨
で
な
さ
れ
、
斯
道
文
庫
本
の
よ
う
な
藍
筆
は
な
い
。

さ
て
、
当
面
「
為
本
」
の
校
合
に
限
る
と
、
古
今
集
の
両
序
と
巻
一
か
ら
十
に
朱
で
校
合
が
あ
る
。
思
う
に
、
「
為
本
」
は
巻
頭
に
両
序
を



据
え
る
上
冊
の
み
の
本
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
斯
道
文
庫
本
を
含
む
そ
の
他
の
書
入
本
の
校
合
は
墨
筆
の
上
、
両
序

の
み
の
校
合
で
、
巻
一
か
ら
十
に
校
合
は
な
い
。
な
ぜ
巻
一
か
ら
十
に
つ
い
て
書
入
を
移
写
し
な
か
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
「
為

本
」
の
校
合
が
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
や
『
新
撰
万
葉
集
』
と
の
共
通
歌
を
示
す
出
典
書
入
よ
り
後
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
「
為
同
」
の
文
字
が

見
え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
、
朱
の
色
も
若
干
異
な
る
と
思
わ
れ
な
く
も
な
い
が
、
か
と
言
っ
て
別
筆
の
よ
う
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
朱

筆
は
契
沖
に
似
て
い
る
が
、
契
沖
筆
と
は
断
定
し
か
ね
る
(
三
手
文
庫
本
の
書
入
が
契
沖
筆
を
含
む
に
し
て
も
、
す
で
に
移
写
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。
後
述
)
。

こ
こ
で
、
三
手
文
庫
本
独
自
の
校
合
で
あ
る
巻
一
か
ら
十
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
為
本
」
が
い
か
な
る
性
格
の
本
文
か
を
見
る
と
、
清
輔
本

(
も
し
く
は
顕
昭
本
)

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
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す
で
に
注

(
1
)
拙
稿
で
仮
名
序
の
本
文
か
ら
「
為
本
」
を
「
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
清
輔
本
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
」
(
町
頁
)
と
述

べ
た
が
、
巻
一
か
ら
十
の
校
合
が
現
れ
た
こ
と
で
、
断
定
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
文
が
清
輔
本
に
近
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
他
に
、
次

の
点
が
証
拠
で
あ
る
。

巻
八
、
川
町
一
脊
歌
に
「
人
丸
寄
云
、
む
す
ふ
手
の
い
し
ま
を
せ
は
み
お
く
山
の
岩
か
き
し
み
つ
あ
か
す
も
有
哉
、
此
寄
の
心
に
て
読
欺
為
」

と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
清
輔
本
の
勘
物
で
あ
る
。
三
手
文
庫
本
の
書
入
は
「
為
本
」
の
勘
物
ま
で
は
引
用
し
な
い
方
針
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
み
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
為
本
」
が
清
輔
本
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

さ
て
、
次
は
、
度
々
言
及
し
た
仮
名
序
へ
の
校
合
書
入
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
三
手
文
庫
本
と
諸
本
は

同
一
で
あ
る
が
、
三
手
文
庫
本
の
み
に
あ
る
校
異
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
名
序
の
校
合
は
な
ぜ
か
中
途
か
ら
で
あ
る
が
、
三
手
文
庫

本
も
同
様
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
二
箇
所
に
さ
ら
に
校
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
為
本
」
は
為
氏
真
跡
本
と
称
す
る
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
箇
所
は
校
合
が
継
続
し

て
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
よ
り
か
な
り
前
に
あ
り
、
な
ぜ
こ
の
二
箇
所
の
み
に
校
異
が
あ
る
か
も
不
審
な
ら
、
諸
本
に
こ
れ
が
な
い
こ
と
も
不

審
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
の
み
な
ら
、
巻
一
か
ら
十
ま
で
の
校
異
が
移
写
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
同
様
で
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
る

と
考
え
て
も
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
三
手
文
庫
本
に
な
い
校
異
が
諸
本
に
あ
る
と
な
る
と
簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ
は
次
の
箇
所
で
あ

る。

為
ナ
シ

諸
本
に
「
宇
治
山
の
僧
」
と
あ
る
箇
所
に
三
手
文
庫
本
は
校
異
が
な
い
。
そ
も
そ
も
出
典
注
記
な
ど
と
違
い
、
「
為
本
」
と
の
校
合
は
一
回
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限
り
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、
他
の
本
に
あ
る
校
異
が
三
手
文
庫
本
に
な
い
の
は
、
三
手
文
庫
本
が
諸
本
の
祖
本
で
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
真
名
序
に
な
さ
れ
た
校
異
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。

問
題
の
筒
所
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。
上
段
が
三
手
文
庫
本
、
下
段
が
諸
本
で
あ
る
。

1
、
富
緒
川
之
篇
報
太
子
|
富
緒
川
之
篇
ヰ
太
子

開
為

2
、
或
事
開
神
意
|
或
事
関
神
意

こ
の
二
箇
所
は
い
ず
れ
も
三
手
文
庫
本
に
は
校
異
が
な
い
の
に
諸
本
に
は
「
為
本
」
の
校
異
が
あ
る
。
そ
う
な
っ
た
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
手
文
庫
本
の
古
今
集
は
正
保
版
本
で
な
く
〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
A
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
に
違
い
が
あ
る
。

〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
A
は
正
保
版
本
を
底
本
と
す
る
版
本
で
あ
り
、
基
本
的
に
同
一
本
文
で
あ
る
が
、
真
名
序
に
は
字
句
の
改
訂
が
あ
る
。
右

記
の
二
箇
所
は
い
ず
れ
も
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
「
為
本
」
が
い
か
な
る
本
文
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
両
者
に
違
い
は
な
い
こ
と
に
な



る
し
か
し
、
問
題
は
そ
こ
で
は
な
い
。
三
手
文
庫
本
の
よ
う
に
校
異
の
な
い
本
か
ら
移
写
し
た
な
ら
ば
、
ま
ず
諸
本
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
正
保
版
本
と
〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
A
の
本
文
の
違
い
ま
で
念
頭
に
置
い
て
移
写
す
る
な
ら
別
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
考
え
に
く
い
。

と
す
る
な
ら
、
何
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
は
推
測
が
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
そ
う
な
解
釈
で
あ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
る
ま
い

七、

つ
ま
り
、
「
為
本
」
と
の
校
合
は
正
保
版
本
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
三
手
文
庫
本
は
そ
の
校
異
を
移
写
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
三
手
文
庫
本
が
校
異
を
移
写
し
た
際
、
校
異
本
文
が
本
行
に
一
致
し
た
な
ら
ば
、
校
異
を
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
現
行

の
三
手
文
庫
本
は
そ
の
よ
う
な
本
で
あ
る
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
以
前
に
契
沖
自
筆
書
入
正
保
版
本
二
十
一
代
集
が
存
在
し
た
の
で
は
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な
い
か
。
三
手
文
庫
本
の
書
入
の
多
く
が
内
容
的
に
は
契
沖
の
も
の
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
沖
筆
以
外
の
部
分
を
多
く
含
む
こ

と
か
ら
、
ご
く
常
識
的
に
考
え
て
、
契
沖
の
書
入
原
本
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
憶
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
右
の
よ
う
な
事

実
が
あ
る
と
、
や
は
り
、
別
に
契
沖
の
書
入
原
本
が
存
在
し
た
と
考
え
た
く
な
る
。
お
そ
ら
く
、
諸
本
は
そ
の
正
保
版
本
の
校
異
を
移
写
し

た
系
統
で
あ
り
、
三
手
文
庫
本
の
系
統
に
は
属
さ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
い
さ
さ
か
憶
測
が
過
ぎ
た
感
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
三
手
文
庫
本

は
こ
れ
ら
諸
本
全
て
の
祖
本
で
は
あ
る
ま
い
。

ー-'-
/¥ 

最
後
に
荒
木
氏
が
指
摘
さ
れ
た
本
書
の
藍
筆
の
書
入
に
つ
い
て
一
一
吉
す
る
。

藍
筆
部
分
の
書
入
が
三
手
文
庫
本
、
園
間
学
院
大
挙
本
に
な
い
こ
と
か
ら
、
藍
筆
の
書
入
は
後
人
の
所
為
で
あ
る
と
、
す
で
に
荒
木
氏
が
指



摘
さ
れ
て
い
る
が
、
藍
筆
部
分
が
増
補
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
本
書
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
本
書
の
ほ
か
国

会
図
書
館
本
、
鎌
田
共
済
会
本
に
も
存
在
す
る
。

一
方
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
な
い
。
以
下
は
推
測
で
あ
る
が
、
藍
筆
は
董
庵
に
関
わ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
藍
庵
校
合
の
私
家
集
や
歌
合
に
董
庵
の
加
え
た
藍
筆
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

産
庵
校
合
本
の
歌
書
に
つ
い
て
の
最
も
ま
と
ま
っ
た
考
察
と
し
て
は
大
取
一
馬
氏
「
麓
庵
本
の
歌
書
等
に
つ
い
て
」
(
「
龍
谷
大
学
論
集
」

初
昭
ω
A
-
m
)

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
蓋
庵
に
は
校
合
や
注
記
を
加
え
た
私
家
集
や
歌
合
の
一
大
集
成
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
朱
墨
藍

筆
の
書
入
が
あ
る
。
そ
の
内
、
少
な
く
と
も
藍
筆
(
蓬
庵
は
「
青
色
」
「
青
墨
」
な
ど
と
称
す
る
)
は
麓
庵
の
新
し
い
書
入
と
考
え
て
よ
い
。

(
ハ
敗
、
稿
者
)

大
取
氏
の
引
用
さ
れ
た
歌
合
の
奥
書
に
も
「
朱
写
之
本
ノ
マ
、
也
/
青
写
校
合
ノ
節
所
書
入
也
」
(
麗
景
殿
女
御
歌
絵
合
)
、
「
青
色
ハ
校
合
/

節
所
書
加
也
」
(
有
所
歌
合
)
、
「
子
時
青
墨
払
底

以
朱
一
校
」
(
新
宮
撰
歌
合
)
な
ど
の
字
句
が
見
え
る
。

右
散
木
棄
歌
集
三
巻
説
讃
岐
守
宗
美
令
新
/
写
校
合
畢

朱
如
元
本
青
私
所
書
加
也
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ま
た
、
私
家
集
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
董
庵
校
合
本
『
散
木
奇
歌
集
」
奥
書
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

子
時
安
永
八
己
亥
年
正
月
十
日

藍
蓄

こ
こ
で
も
藍
筆
(
青
)
は
「
私
所
書
加
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
私
家
集
や
歌
合
の
場
合
で
あ
る
が
、
勅
撰
集
で
あ
る
本

書
に
も
適
用
で
き
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
す
る
な
ら
、
本
書
の
藍
筆
部
分
が
存
在
す
る
国
会
図
書
館
本
、
鎌
田
共
済
会
本
も
董
庵
に
関
わ
る
奥
書
は
な
く
と
も
麓
庵
を
経
由
し
た

書
入
本
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
産
庵
校
合
の
歌
書
集
成
は
従
来
知
ら
れ
て
い
た
私
家
集
、
歌
合
の
他
に
、
正
保
版
二
十
一
代
集
の
契
沖
書
入
へ
の
増
補
と
い

う
形
で
勅
撰
集
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。



〔注〕
(
1
)

拙
稿
「
古
今
集
仮
名
序
の
注
釈
と
改
訂
に
つ
い
て
つ
乙
|
|
六
人
部
是
香
『
訂
正
古
今
集
序
』
|
|
」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」
斜
平
2
・
2
)

の
注

(
6
)
参
照
。

(
2
)

荒
木
優
也
氏
「
園
皐
院
大
皐
図
書
館
所
蔵
『
二
十
一
代
集
』
に
つ
い
て
附
契
沖
書
入
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
校
異
」
(
園
事
院
大
串
「
校

史
・
学
術
資
産
研
究
」

2
平
2
・
3
)
。

(
3
)

新
古
今
集
の
後
の
刊
記
が
明
暦
元
年
云
々
と
あ
る
本
の
方
が
案
に
相
違
し
て
早
印
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
新
古
今
集
の
後
に
刊
記
の
な
い
本

が
初
印
で
は
な
い
か
と
以
前
に
指
摘
し
た
。
拙
稿
「
古
今
和
歌
集
版
本
考
|
i
前
稿
の
補
訂
を
か
ね
て
|
|
」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」

M
平
ロ
・

2
)
参
照
。

(
4
)

中
野
稽
雪
(
武
)
氏
『
小
津
産
庵
』
(
昭
お
刊
)
所
収
「
小
津
翁
門
人
録
」
(
門
人
沢
益
〔
監
物
〕
手
記
、
京
都
並
河
家
伝
存
)
及
び
「
安
永

二
年
八
月
芦
庵
自
筆
歌
会
留
書
作
者
部
類
」
(
小
笹
〔
喜
三
〕
本
)
よ
り
摘
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
基
本
的
に
「
門
人
録
」
に
よ
り
、

括
弧
内
は
「
作
者
部
類
」
と
中
野
氏
著
書
の
他
の
部
分
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昇
義
。
金
子
仙
五
郎
。
予
州
松
山
松
平
隠
岐
守
家
中
。

定
静
。
西
尾
富
之
助
。
阿
波
徳
島
藩
士
。
享
和
元
年
五
月
二
十
七
日
残
。
六
十
二
才
。
墓
、
大
徳
寺
三
玄
院
。
(
阿
州
留
守
居
。
西
尾
源
右
衛
門
)

宗
美
。
神
服
讃
岐
守
。
太
秦
木
島
社
人
。
寛
政
十
二
年
九
月
十
二
日
残
。
六
十
六
才
。

重
愛
。
河
合
安
右
衛
門
。
重
三
郎
と
も
云
う
。

盛
澄
。
比
喜
多
卯
作
ま
た
丹
太
郎
。
阿
波
徳
島
藩
士
。

直
勝
。
篠
山
主
馬
。
(
篠
山
繭
惣
次
。
浪
人
)

喜
之
。
長
谷
川
三
平
。
浪
人
。
十
一
月
九
日
残
。
年
号
不
詳
。

元
始
。
池
見
調
衛
門
。
佐
竹
右
京
太
夫
殿
内
。
安
永
二
年
、
四
十
才
生
存
。

道
賢
。
桂
彦
右
衛
門
。
大
名
方
用
達
。

(
5
)

こ
の
本
は
本
来
八
代
集
が
古
今
集
よ
り
順
に
、
午
二
ハ
三

1
一
七

O
、
十
三
代
集
が
新
勅
撰
集
よ
り
順
に
、
未
一
七
一
j
一
八
三
の
函
架
番

号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
谷
省
吾
・
金
土
重
順
両
氏
編
『
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
今
井
似
閑
書
籍
奉
納
目
録
』
(
昭
卸
刊
)
に
よ
っ

て
、
八
代
集
が
午

m、
十
三
代
集
が
未
脱
と
し
て
出
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
二
十
一
代
集
は
新
続
古
今
集
末
に
の
み
正
保
四
年
の
刊
記
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が
存
す
る
早
印
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
今
集
は
書
入
は
他
の
集
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
が
、
正
保
版
本
で
は
な
く
、
入
れ
本
で
、
稿
者
が
、

注

(
3
)
拙
稿
で
沼
〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
A
と
称
し
た
無
刊
記
本
で
あ
る
。

(
6
)

鎌
田
共
済
会
博
物
館
本
(
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
)
は
後
撰
集
に
は
契
沖
系
の
書
入
が
な
い
。

(
7
)

静
嘉
堂
文
庫
本
の
古
今
集
上
冊
は
入
れ
本
で
書
入
も
な
い
。
注

(
3
)
拙
稿
で
凶
安
永
九
年
(
一
七
八
O
)
刊
大
本
と
し
た
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
後
述
す
る
「
為
本
」
と
の
校
異
は
真
名
序
の
み
で
あ
る
。

(
8
)

拙
著
『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』
(
平
日
刊
)
第
一
部
第
五
章
判
頁
。

(
9
)

厳
密
に
言
、
っ
と
、
是
香
の
校
合
に
よ
れ
ば
、
芦
本
(
為
本
)
に
よ
る
校
合
は
「
男
山
の
む
か
し
を
お
も
ひ
い
て
」
の
「
い
て
」
が
「
い
て
、
」

と
あ
る
と
す
る
の
が
最
初
の
箇
所
で
あ
る
と
い
う
(
『
訂
正
古
今
集
序
』
『
古
今
和
歌
集
正
義
書
入
』
)
。
し
か
し
、
本
書
や
国
会
図
書
館
本
に
は

そ
の
部
分
に
校
異
は
な
い
。
但
し
、
正
保
版
本
に
は
「
男
山
の
む
か
し
を
思
ひ
出
て
」
と
あ
る
の
で
、
校
異
は
必
要
な
い
こ
と
に
な
る
。

(
叩
)
北
野
克
氏
「
小
沢
蓋
庵
所
持
「
契
沖
書
入
本
廿
一
代
集
」
の
存
在
に
就
い
て
、
並
び
に
「
名
所
弁
覧
」
の
こ
と
」
(
「
契
沖
全
集
月
報
」
凶
昭

日・

5
)
。
な
お
、
宛
名
人
の
青
義
人
郎
に
つ
い
て
は
、
北
野
氏
も
「
門
人
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
不
明
。
門
人
録
等
に
も
見
え
な
い
。

文
面
か
ら
、
青
義
人
郎
が
様
々
な
質
問
を
し
て
き
た
の
に
対
し
、
産
庵
が
答
え
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

(
日
)
句
点
、
読
点
等
は
北
野
氏
の
ま
ま
。
(
マ
ニ
も
北
野
氏
。
但
し
、
返
点
は
省
略
し
た
。

(
ロ
)
こ
の
他
、
次
の
箇
所
も
三
手
文
庫
本
に
校
異
が
無
く
、
諸
本
に
校
異
が
あ
る
が
、
先
の
二
箇
所
と
は
状
況
が
異
な
る
。
い
か
な
る
理
由
で
三

手
文
庫
本
に
校
異
が
な
い
か
は
不
明
で
あ
る
。

的
自
為

3
、
詞
人
才
子
慕
風
継
塵
|
詞
人
才
子
慕
風
継
塵

(
日
)
平
津
五
郎
氏
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
に
」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」
幻
平
5
・
3
)
の
小
沢
蓋
庵
奥
書
本
系
統
の
項
参
照
。
奥
書
の
引
用
は
斯
道

文
庫
蔵
本
(
九
一
一
ト
五
二
)
に
よ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
宗
美
の
名
が
見
え
て
い
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
。
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〔
付
記
一
〕

本
稿
執
筆
に
当
り
、
御
所
蔵
本
の
閲
覧
複
写
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
図
書
館
、
文
庫
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
付
記
二
〕

先
輩
で
あ
る
川
村
晃
生
氏
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
平
津
五
郎
先
生
の
金
葉
集
研
究
会
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
学
部
の
三
年



生
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
寺
淳
行
忠
、
岩
松
研
吉
郎
、
斎
藤
恭
一
の
諸
先
輩
と
知
遇
を
得
た
。
ま
た
、
こ
の
研
究
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
の
が
、
同
窓

の
現
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
大
高
洋
司
氏
で
あ
っ
た
。

こ
の
研
究
会
で
金
葉
集
諸
本
研
究
の
底
本
と
し
た
の
が
今
回
取
り
上
げ
た
書
入
の
あ
る
正
保
版
二
十
一
代
集
中
の
金
葉
集
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
間

版
の
他
の
本
も
見
た
。
当
時
の
わ
た
し
は
、
変
体
仮
名
も
満
足
に
読
め
ず
、
ま
し
て
二
十
一
代
集
や
正
保
版
本
や
金
葉
集
が
何
で
あ
る
か
も
知
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
書
入
に
意
味
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

以
来
苦
々
四
十
年
、
そ
の
結
果
が
さ
さ
や
か
な
本
稿
で
あ
る
。

さ
て
、
川
村
さ
ん
は
後
輩
に
声
を
か
け
て
下
さ
る
こ
と
が
多
く
、
引
っ
込
み
思
案
の
わ
た
し
を
学
会
に
連
れ
て
行
き
、
先
生
方
に
紹
介
し
て
下
さ
っ

た。
ま
た
、
大
学
院
博
士
課
程
で
佐
藤
信
彦
先
生
の
演
習
を
川
村
さ
ん
と
二
人
き
り
で
受
け
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。
百
人
一
首
で
あ
っ
た
。
川
村

さ
ん
が
大
学
院
を
出
ら
れ
る
と
、
履
修
者
は
わ
た
し
一
人
に
な
り
、
佐
藤
先
生
が
引
か
れ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
時
長
ら
く
慶
鷹
に
出
講
さ
れ
て
い
た
久
保
田
淳
先
生
の
演
習
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
続
詞
花
集
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
『
新

編
国
歌
大
観
』
の
編
集
が
進
行
中
で
、
久
保
田
先
生
が
川
村
さ
ん
と
わ
た
し
に
「
続
詞
花
集
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
学
会
で
活
躍
し
、
論
文
も
多
い
川
村
さ
ん
と
違
っ
て
、
わ
た
し
に
は
一
編
の
論
文
も
な
か
っ
た
。
「
論
文
が
一
つ
も
な
く
て
は
」
と
先
生
が

配
慮
さ
れ
た
結
果
が
「
国
語
と
国
文
学
」
に
の
っ
た
わ
た
し
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
。

思
わ
ず
く
だ
く
だ
し
い
回
顧
に
ふ
け
フ
た
が
、
川
村
さ
ん
の
長
年
の
好
誼
と
学
恩
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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